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通常総代会通常総代会
第二十六回第二十六回 　５月３０日、本店三階ホールにおいて第

二十六回通常総代会が開催され、第二十六
年度事業報告及び剰余金処分案承認の
件や第二十七年度事業計画設定の件をは
じめとする十一議案が審議され、原案通
り賛成多数で承認・可決されました。

　

総
代
会
は
４
９
５
名
の
総
代
の
う
ち
、

本
人
出
席
21
名
、
委
任
状
３
名
、
議
決
権

行
使
書
４
６
０
名
の
合
計
４
８
４
名
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
川
腰
組
合
長
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
米
価
対

策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
農
協
改
革
な
ど
農
業
を
取

り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
農
業
者
の
所
得
増
大
の
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
運

営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

　

議
長
に
和
合
支
店
の
西
村
勉
さ
ん
を
選

出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

  

付
議
さ
れ
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
十
一

号
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原

案
通
り
賛
成
多
数
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
十
六
回
通
常
総
代
会
付
議
議
案

・
第
一
号
議
案　

第
二
十
六
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

・
第
二
号
議
案　

定
款
一
部
変
更
の
件

・
第
三
号
議
案　

定
款
附
属
書
総
代
選
挙

規
程
一
部
変
更
の
件

・
第
四
号
議
案　

規
約
一
部
変
更
の
件

・
第
五
号
議
案　

農
業
経
営
受
託
規
程
一

部
変
更
の
件

・
第
六
号
議
案　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
規
程
廃
止
の
件

・
第
七
号
議
案　

信
用
事
業
規
程
一
部
変

更
の
件

・
第
八
号
議
案　

第
二
十
七
年
度
事
業
計

画
設
定
の
件

・
第
九
号
議
案　

第
二
十
七
年
度
賦
課
金

の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴

収
方
法
決
定
の
件

・
第
十
号
議
案　

第
二
十
七
年
度
に
お
け

る
理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

・
第
十
一
号
議
案　

第
二
十
七
年
度
に
お

け
る
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

議長を務められた
西村　勉 氏
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生
産
組
合
長
と
し
て
長
年
、
集
落
内
の
調
整
や
取

り
ま
と
め
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
生
産
組
合
長
９
名

の
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
例
年
は
総
代
会
当

日
に
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
総
代
会
で

の
表
彰
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

度
の
受
賞
者
の
方
々
に
は
、
総
代
会
終
了
後
に
日
を

改
め
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
添　

啓
一
（
東
部
支
店
）

　

吉
田　

栄
一
（
東
部
支
店
）

　

堀　
　

健
次
（
中
部
支
店
）

　

上
田　

秀
夫
（
西
部
支
店
）

　

下
村　
　

帝
（
南
部
支
店
）

　

高
橋　

晃
雄
（
呉
羽
支
店
）

　

平
野　

孝
吉
（
北
部
支
店
）

　

堀
江　

行
一
（
中
部
支
店
）

　

山
口　
　

清
（
呉
羽
支
店
）

　

令
和
２
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
影
響
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
弊
組
合
で
は
こ
の
た
び
の
令
和
２
年
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
影
響
を
受
け
ら
れ
た
ご
契
約
者

様
を
対
象
に
、
左
記
の
と
お
り
共
済
貸
付
の
金
利
を
免

除
す
る
特
別
な
取
扱
い
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
ご
契
約
者
様
は
組
合
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

記

１
．
対
象
者　
令
和
２
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
影
響
を
受
け
ら
れ
た
ご
契
約
者
様

２
．
利
率　
年
０
・
０
％

３
．
受
付
期
間　
令
和
２
年
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

４
．
金
利
免
除
の
期
間　
貸
付
期
間
と
同
じ

　
　
（
最
長
１
年
間
）

５
．
そ
の
他　
新
規
融
資
と
し
書
替
継
続
は
除
く

６
．
お
知
ら
せ
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
先

令
和
２
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

影
響
を
受
け
ら
れ
た
ご
契
約
者
様
に
対
す
る

共
済
貸
付
の
金
利
免
除
に
か
か
る

取
扱
い
に
つ
い
て

な
の
は
な
農
業
協
同
組
合
　
本
店
　融
資
運
用
課
　

　

０
７
６―

４
３
８―

２
２
１
６

お
よ
び
　各
支
店

永
年
勤
続
生
産
組
合
長
表
彰

受
賞
者
の
ご
紹
介

受
賞
者
の
ご
紹
介

共
済
ご
契
約
者
様
へ
の

お
知
ら
せ

共
済
ご
契
約
者
様
へ
の

お
知
ら
せ

◎
十
五
年
勤
続
表
彰

◎
十
年
勤
続
表
彰

《
表
彰
さ
れ
た
生
産
組
合
長
》
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五
月
二
十
五
日
、
北
部
支
店
管
内
の
農
事
組
合
法
人
下
飯
野
営
農
で

は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
除
草
剤
散
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
試
験

的
に
一
部
の
圃
場
で
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
㈱
の
「
エ
ン
ペ
ラ
ー
豆
つ
ぶ

２
５
０
」を
使
用
し
ま
し
た
。こ
れ
は
10
㌃
当
た
り
の
散
布
量
が
２
５
０

㌘
と
少
量
で
今
回
使
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
（
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
の
Ｍ
Ｇ
︱

１
）
の

場
合
、
豆
つ
ぶ
剤
の
積
載
量
が
約
３
・
５
㎏
で
あ
る
た
め
１
度
に
１
・
４

㌶
分
の
散
布
を
行
え
ま
す
。
豆

つ
ぶ
剤
は
拡
散
性
に
優
れ
て
お

り
、
無
人
航
空
機
散
布
の
登
録

も
取
れ
て
い
ま
す
。
幅
30
ｍ
程

度
の
圃
場
で
あ
れ
ば
、
圃
場
の

中
央
を
片
道
散
布
す
る
だ
け
で

終
わ
る
た
め
散
布
時
間
の
省
力

化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

今
後
は
１
キ
ロ
粒
剤
と
豆
つ

ぶ
剤
の
効
果
を
比
較
・
検
証
し
、

営
農
指
導
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
散
布
を
行
っ
た
農
事
組

合
法
人
下
飯
野
営
農
は
、
今
年

度
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
ま

し
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
務
め

た
花
井
孝
好
さ
ん
は
現
在
71

才
、
し
っ
か
り
と
し
た
操
作
技

術
で
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
な

が
ら
的
確
な
散
布
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

五
月
二
十
日
、
管
内
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
大
麦
「
フ
ァ
イ
バ

ー
ス
ノ
ウ
」
の
刈
取
適
期
巡
回

を
富
山
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

職
員
と
当
組
合
営
農
指
導
員
で

行
い
ま
し
た
。

　

刈
取
適
期
巡
回
は
、
高
品
質

の
大
麦
を
出
荷
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今

年
は
出
穂
期
が
平
年
よ
り
十
五

日
ほ
ど
早
ま
り
ま
し
た
が
、
四

月
は
低
温
で
し
た
が
、
五
月
は

天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
登
熟
が

進
み
ま
し
た
。
早
刈
り
は
粒
の

充
実
が
不
十
分
で
空
洞
粒
の
原

因
と
な
り
、
刈
遅
れ
は
収
穫
ロ

ス
が
多
く
な
る
上
、
熟
色
不
良

と
な
る
こ
と
か
ら
、
適
期
の
収

穫
を
指
導
し
刈
遅
れ
を
防
止
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

大
麦
の
荷
受
け
は
、
五
月

二
十
七
日
か
ら
百
塚
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
大
麦
は

乾
燥
調
製
後
、
検
査
を
受
け
て

出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

五
月
二
十
日
及
び
五
月
二
十
二
日
、
和
合
支
店

管
内
八
町
地
区
の
約
19
㌃
の
圃
場
で
農
事
組
合
法

人
八
幡
営
農
が
栽
培
す
る
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
収

穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
暖
冬
の
影
響

で
生
育
も
順
調
に
進
み
、
玉
も
大
き
な
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
に
も
出
荷
規

格
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
品
質
を
揃
え
る
事
も
大

切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
収
穫
が
早
す
ぎ
る
と
玉
が

小
さ
く
、遅
い
と
裂
球
し
て
し
ま
い
ま
す
。初
夏
穫

り
の
作
型
は
収
穫
適
期
の
期
間
が
短
い
為
、
適
期

を
判
断
し
て
収
穫
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
は
当
組
合
の
「
１
億
円
産
地

づ
く
り
」
の
指
定
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々

栽
培
面
積
も
増
加
し
て
お
り
、
栽
培
技
術
も
向
上

し
て
い
ま
す
。
近
年
、食
の
外
部
化
が
進
み
加
工
・

業
務
用
の
野
菜

が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も

需
要
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
頃
か
ら

は
、
秋
冬
穫
り

の
加
工
用
キ
ャ

ベ
ツ
の
播
種
が

始
ま
り
ま
す
。

豆
つ
ぶ
剤
を
試
験
使
用

豆
つ
ぶ
剤
を
試
験
使
用

水
稲
用
除
草
剤
ド
ロ
ー
ン
散
布

春
播
き
初
夏
穫
り

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫

春
播
き
初
夏
穫
り

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫

高品質生産
をめざして

令和２年産

「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」

収
穫
を
迎
え
る

「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」

収
穫
を
迎
え
る

収穫の様子　　富山市八町

クミアイ化学工業(株)　エンペラー
（左）１キロ粒剤　（右）豆つぶ剤

ドローンとオペレーターの花井さん

収穫された大麦は
百塚カントリーへ搬入されます

大麦の刈取作業
和合支店管内

大麦の刈取適期巡回
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営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

◎溝掘りを確実に実施し、「田植え後1か月まで」に中干しを開始しましょう。
◎中干し後の水管理は間断かん水とし、根の発達を促しましょう。
◎適期の草刈りで、斑点米カメムシ類の発生源をなくしましょう。

■栽培管理のポイント■栽培管理のポイント

溝掘り溝掘り１．

なのはな米１等比率９５％以上！！なのはな米１等比率９５％以上！！
～「R2　JAなのはな米品質向上運動」実施中～～「R2　JAなのはな米品質向上運動」実施中～

　溝掘りは、ほ場を均一に干すためだけでなく、生育ムラの解消や短時間での
通水等にも有効な作業です。中干しの前、６月上旬までには必ず溝掘りを行い
ましょう。

中干し中干し2．
　中干しを実施する田植え後１カ月頃は、根の伸
長が最も活発な時期です。田を干すことで土壌中
に酸素が供給されるため根の活力が高まり、下に
伸びる根（直下根）が増加します。地中深くまで
伸びた根が登熟後半までの稲体を支えるので、こ
の時期に根量を確保することはとても重要です。

溝掘りの
ポイント

・溝の形が崩れないよう軽く田干しを行い、泥を固めた後に掘りましょう。

・タテ溝とヨコ溝をしっかりつなぎ、深く掘り下げた水尻に確実に連結しましょう。

　気象変動に強い稲（適正な穂数を確保し、１穂籾数を抑える）にするためには、
稲体を支える土台となる「根」をしっかり育てることが大切です。浅水管理や
溝掘り・中干しなど生育に応じた水管理を適切に行いましょう。

 

用
水
路

排
水
路

10～15条に１本の割合で設置

タテ・ヨコをしっかりつなぐ

水尻に確実に
連結する

中干しの有無による稲の姿の違い

中干し不十分適正な中干し

・葉が直立

・茎が太い

・根量が多い

・下葉が枯れる

・茎が細い

・根量が少ない

溝掘り後のほ場

田植後３週間頃を目安に軽い田干しを
して、溝掘りをしましょう。
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後期除草剤の散布後期除草剤の散布4．

中干し後の水管理中干し後の水管理3．

〇水管理のイメージ（５月中旬田植えコシヒカリ）

◆乾きやすい水田
　１日程度湛水、
　その後２～３日程度落水

◆乾きにくい水田
　１日程度湛水、
　その後３～４日程度落水

〈間断かん水の目安〉

生育が旺盛なほ場は
落水期間を長めにしましょう。

北陸地方の梅雨入りの平年値は６月12日です。
梅雨が本格化する前に中干しを確実に行いましょう！

① 中干しの開始時期　
　中干しの時期が遅れたり不十分な場合は生育過剰や
根量不足を招き、品質低下につながります。
　中干しは、田植え後１か月までに遅れずに開始しま
しょう。

② 中干しの程度

○雑草が残った場合は、雑草の葉齢を確認し、遅れずに散布しましょう。
○湛水散布する除草剤は、除草効果を高めるため散布前に軽い田干しを行い、水の入れ替えを行っ
てから散布しましょう。
○除草剤を散布する際には、周辺の作物に飛散しないよう注意しましょう。

　幼穂形成期までは湛水と落水を繰り返す『間断かん水』を行い、根に水分と空気を与えて発達
を促しましょう。あわせて、湛水管理に向けて徐々に地耐力を高めましょう。

中干しの効果

出穂幼穂 
形成期 

         

地耐力確保 

間断かん水

浅水

飽水管理

6月 7月 8月
溝
掘
り

中
干
し

・普通乾田
→長靴が沈まない
　程度の中干し
　期間は
　３～５日間程度が
　目安

・水はけの悪いほ場や
　粘土質、大豆跡田

①発根の促進、稲体の健全化
②土壌内の有害ガスの除去
③過剰分げつの抑制
④適正な葉色への誘導
⑤収穫時の機械作業が可能な
　地耐力の確保

→強めの中干し
　期間は
　5～7日間程度が
　目安

−6− No.315 令和２年６月１日発行



（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です

草刈りの徹底によるカメムシ防除草刈りの徹底によるカメムシ防除6．

「てんたかく」の穂肥「てんたかく」の穂肥5．

★営農情報提供サービスへの　
　ご登録はこちらから☞

（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

〇穂肥の施用時期及び施用量の目安（５月連休田植え・分施体系の場合）

※草刈運動期間：７月１日～10日

※不明な点や具体的な施
　用時期等については営
　農指導員や普及指導員
　にご相談ください。

穂肥
１回目
２回目

施用時期
幼穂長1～ 2mmを確認した頃

１回目の10日後

肥料名
追肥３号
追肥３号

10a当たり施用量
10～ 12kg
12 ～ 13kg

※新型コロナウィルスの感染拡大防止により、当面の間、営農技術情報の配布を休止させていただきます。
営農技術情報の内容については、当紙面でご覧いただくとともに、当農協ホームページまたは、各支店
営農掲示板での掲示及び支店窓口にて配布いたします。尚、ご不明な点については、各支店営農指導員
までご相談をお願いします。
尚、新型コロナウィルス収束の際は、通常通り営農技術情報を配布致します。

◎除草剤使用基準（移植水稲の場合）

　近年、斑点米カメムシ類が多発しています。斑点米の発生を防ぐには、農薬による防除の前に
草刈りを実施してカメムシの餌場を無くし、生息密度を低くすることが重要です。草刈りを励行し、
地域全体でカメムシの発生源を減らしましょう。

「てんたかく」の分施体系の１回目の穂肥は、出穂の25日前頃で幼穂長が１～２mmになった頃
が施用の目安です。田植時期や生育に応じて遅れずに施用しましょう。

雑草の状況 除草剤名 散布量 散布時期 使用回数 使用上の注意

ノビエが
残った
場合

クリンチャー
1キロ粒剤

１kg 田植後7日〜ノビエ4葉期
まで（収穫30日前まで） ２回

以内
・散布の際は５㎝程度に湛水する
・散布後５日間は湛水状態を保ち、７日間は落水・か

け流しをしない１.５kg 田植後25日〜ノビエ5葉
期まで（収穫30日前まで）

ヒエクリーン
豆つぶ250 250g 田植後15日〜ノビエ4葉

期まで（収穫45日前まで） １回
・散布の際は５㎝以上の深水とし、水田周縁部に沿い

散布する
・散布後５日間は湛水状態を保ち、７日間は落水・か

け流しをしない

トドメＭＦ乳剤
200㎖

希釈水量
100ℓ

田植後14日〜ノビエ7葉
期まで（収穫50日前まで）

２回
以内

・落水散布または湛水条件で散布。
・湛水条件で散布する場合は、水深3～5cm程度を3～

4日間保ち、散布後７日間は落水・かけ流しをしない

広葉雑草
が残った

場合
バサグラン粒剤 ３～４kg 田植後15〜50日（収穫

60日前まで） １回
・雑草が露出する程度の浅水とし、晴天日を選んで散布する
・散布後３～４日間は田に水を入れずまた降雨によっ

て薬剤が流出しないよう水尻は必ず止めておく
・雑草多発部分にスポット散布も可

ノビエと
広葉雑草
が残った

場合

ワイドアタックＤ
１キロ粒剤 １kg

田植後25日〜ノビエ4.5
葉期まで（稲4葉期以降、
収穫60日前まで）

１回 ・散布後５日間は湛水状態を保ち、田面を露出させない
・完全に枯死するまでに３週間以上を要することがある

クリンチャーバス
ＭＥ液剤

1,000㎖
希釈水量

70～100ℓ
田植後15日〜ノビエ5葉
期まで（収穫50日前まで）

２回
以内

・晴天日を選び、落水状態で雑草の茎葉に確実に付着
するよう丁寧に散布する

・散布後3～4日は入水・落水しない

−7−No.315 令和２年６月１日発行



御
隠
居
・
・
ど
う
し
た
ん
じ
ゃ
熊
さ
ん
、
む
ず

か
し
い
顏
を
し
て
。
何
か
困
り
ご
と
か
い
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
な
ん
で
や
ん
す
。
実
は
親
戚

の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
た
で
や
ん

す
が
、ど
う
に
も
難
し
く
て
、困
っ
て
る
ん
で

や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
ほ
ほ
ぉ
ー
。
そ
れ
は
大
変
じ
ゃ
な
。

ど
れ
、
わ
し
に
も
聞
か
せ
て
く
れ
ん
か
の
。

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
も
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

で
や
ん
す
か
。
実
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
孫
が

４
月
か
ら
東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
ん
で
や

ん
す
。
そ
れ
で
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
し
に
大

学
の
入
学
金
や
授
業
料
を
出
し
て
あ
げ
た
い

け
ど
小
分
け
に
す
る
と
面
倒
だ
か
ら
ま
と
め

て
１
回
で
孫
に
渡
し
た
い
。
で
も
、
４
年
間

分
と
い
う
と
大
し
た
金
額
に
な
る
ん
で
、
贈

与
税
が
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
っ
て
、

心
配
に
な
っ
て
、
あ
っ
し
に
相
談
し
た
と
い

う
具
合
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
ほ
ほ
ぉ
ー
。
そ
れ
で
熊
さ
ん
は
ど

う
答
え
た
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
は
い
。
あ
っ
し
は
、
ま
と
め
て
一

回
で
渡
し
て
も
教
育
費
だ
か
ら
贈
与
税
は
か

か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
答
え
た
ん
で

さ
ぁ
。

御
隠
居
・
・
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
い
。
お
孫
さ
ん
に
大
学
の
学
費
を
出

し
て
あ
げ
る
な
ん
て
立
派
な
お
ば
あ
さ
ん
だ

ね
ぇ
。
し
か
し
、
お
ば
あ
さ
ん
が
心
配
し
た

よ
う
に
、
ま
と
め
て
１
回
で
学
費
を
渡
し
て

し
ま
う
と
贈
与
税
が
か
か
る
ん
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
な
ん
で
や
ん
す
か
。
そ
り
ゃ

ま
い
っ
た
。
何
か
い
い
方
法
が
あ
り
や
せ
ん

か
ね
ぇ
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
な
、
こ
ん
な
方
法
が
あ

る
ぞ
。
教
育
資
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
に
30
歳
未
満
の
子
や
孫
名
義

の
教
育
資
金
口
座
を
金
融
機
関
等
で
開
設
し

て
、
父
母
・
祖
父
母
な
ど
が
教
育
資
金
を
一

括
し
て
信
託
等
を
し
た
場
合
、
こ
の
資
金
に

つ
い
て
は
子
や
孫
ご
と
に
一
千
五
百
万
円
ま

で
は
贈
与
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
な
ん
で
や
ん
す
か
。
と
こ
ろ

で
、
対
象
に
な
る
教
育
資
金
っ
て
ど
ん
な
も

の
で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
保
育
園
や
小
中
学
校
、
大
学
等
の

学
校
等
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
授
業
料
や
入

学
金
な
ど
じ
ゃ
。
ま
た
、
子
や
孫
が
23
歳
未

満
の
場
合
に
は
、
学
校
等
に
は
該
当
し
な
い

学
習
塾
や
そ
ろ
ば
ん
な
ど
の
習
い
事
、
ス
イ

ミ
ン
グ
や
ピ
ア
ノ
教
室
な
ど
へ
の
支
払
い
に

つ
い
て
も
一
千
五
百
万
円
の
枠
の
う
ち
五
百

万
円
ま
で
は
教
育
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
さ
す
が
御
隠
居
。
早
速
お
ば
あ
さ

ん
に
知
ら
せ
て
あ
げ
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
非
課
税
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
要
件
等
も
あ
る
か
ら
注
意
が
必
要
じ
ゃ
。

提
出
す
べ
き
「
教
育
資
金
非
課
税
申
告
書
」

な
ど
詳
し
い
手
続
き
の
方
法
と
併
せ
て
、
一

度
、
お
ば
あ
さ
ん
に
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https:w
w
w
.nta.go.jp

）
を
見
て
も

ら
う
と
よ
い
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
御
隠
居
の
お

陰
で
肩
の
荷
が
下
り
た
で
や
ん
す
。
ど
う
で

す
御
隠
居
、
今
か
ら
一
杯
と
行
き
や
ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
と
き
た
ら
、
早
速
お
ば
あ

さ
ん
に
知
ら
せ
て
あ
げ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

の
か
の
ぉ
・
・�

（
富
山
税
務
署
）

　
が
ん
の
治
療
時
に
、「
歯
科
口
腔
外
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
担
当
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

い
っ
た
い
な
ぜ
病
気
と
関
係
が
な
い
口
の
中
の
診
察
が
必
要
に
な
る
の
か
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
全
身
麻
酔
の
手
術
の
場
合
は
、
口
や
鼻
か
ら
呼
吸
の
チ
ュ
ー
ブ
を
気
管
に
通
す
こ
と
が
必
要
に
な

る
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
だ
と
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
り
、
前
歯
が
欠
け
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
手
術
前
に
歯
を
固
定
し
た
り
前
歯
の
保
護
の
た
め
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
ガ
ー
ド
を
作
っ
た
り
し
て
、
歯
の
損
傷
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
歯
に
つ
い
た
ぬ
る
ぬ
る
の

汚
れ
（
歯
垢
）
１
ｇ
の
中
に
は
糞
便
と
同
程
度
の
１
０
０
０
億
個
の
細
菌
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、口
の
中
が
歯
垢
や
歯
石
な
ど
で
汚
い
場
合
は
、手
術
後
に
肺
炎
に
か
か
り
や
す
か
っ

た
り
、
傷
の
治
り
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
術
の
前
・
後

に
歯
磨
き
だ
け
で
は
取
れ
に
く
い
汚
れ
を
専
門
的
器
械
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
手
術
後
の

合
併
症
を
少
な
く
し
、
入
院
期
間
が
短
く
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
く
す
り
の
治
療
（
化
学
療
法
）
や
放
射
線
治
療
で
は
、口
の
中
に
傷
（
口
内
炎
）
が
で
き
や
す
く
、

ひ
ど
く
な
っ
た
場
合
は
、
出
血
や
痛
み
で
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
傷
か
ら
細
菌
が
体
の

中
に
入
り
込
み
（
敗
血
症
）
高
熱
が
出
た
り
し
て
、治
療
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

化
学
療
法
や
放
射
線
療
法
を
途
中
で
一
時
中
断
す
る
と
、
治
療
を
再
開
し
て
も
治
療
効
果
が
十
分
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
う
が
い

薬
や
口
の
粘
膜
を
保
護
す
る
薬
を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
で
口
内
炎
の
進
行
を
遅
く
し
、
化
学
療
法

や
放
射
線
治
療
を
中
断
せ
ず
、
や
り
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
の
治

療
で
使
わ
れ
る
一
部
の
薬
（
骨
の
吸
収
を
妨
げ
る
薬
）
を
使
用
し
た
場
合
、
歯
の
周
り
に
腫
れ
を
引

き
起
こ
す
原
因
（
病
巣
）
が
あ
る
と
、
あ
ご
の
骨
が
腐
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
薬
の
使

用
の
前
に
歯
の
ま
わ
り
の
病
巣
を
無
く
す
（
抜
歯
な
ど
）
こ
と
で
、

あ
ご
の
骨
が
腐
る
の
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
簡
単
で
す
が
、
が
ん
治
療
時
の
歯
科
口
腔
外
科
受
診
の
理
由
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
口
腔（
歯
、
歯

茎
、上
下
の
あ
ご
、舌
、頬
っ
ぺ
た
の
内
側
、唾
液
腺
な
ど
）
の
疾
患

を
専
門
に
し
て
い
ま
す
が
、他
の
科
の
が
ん
治
療
の
手
助
け
も
行
っ

て
い
ま
す
。
担
当
の
先
生
に
歯
科
口
腔
外
科
受
診
を
勧
め
ら
れ
た

場
合
は
、
不
思
議
に
思
わ
ず
必
ず
受
診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山下　知巳

厚生連高岡病院
歯科口腔外科
診療部長

が
ん
治
療
時
の
歯
科
口
腔

外
科
受
診
に
つ
い
て

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
教
育
資
金
援
助
と
贈
与
税
─
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おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

メ
ン
マ
や
ゴ
マ
、
ザ
ー

サ
イ
は
、
ど
ん
な
植
物

か
ら
ど
う
作
る
の
か
？

身
近
な
存
在
だ
け
ど
謎

の
多
い
食
材
に
注
目
し
、

著
者
が
自
ら
育
て
て
、

採
っ
て
、
食
べ
て
み
た
。

体
当
た
り
の
料
理
実
験

の
数
々
は
、
と
に
か
く

笑
え
て
少
し
だ
け
た
め

に
な
る
！

お
花
の
プ
ロ
が
実
践
す

る
２
週
間
枯
れ
ず
に
楽

し
め
る
切
り
花
の
飾
り

方
や
扱
い
方
。
新
鮮
な

花
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン

ト
や
長
も
ち
す
る
品
種

も
紹
介
。「
お
花
は
好

き
だ
け
ど
、
す
ぐ
に
枯

れ
る
か
ら
も
っ
た
い
な

い
」
と
考
え
て
い
る
人

に
お
す
す
め
。

春
夏
は
梅
干
し
・
ぬ
か

漬
け
、秋
冬
に
は
味
噌
・

キ
ム
チ
な
ど
季
節
の
手

仕
事
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ジ
ッ
パ
ー
袋
で

食
べ
き
れ
る
分
だ
け
作

る
か
ら
、
手
間
な
く
簡

単
に
楽
し
め
る
。
調
味

料
に
漬
け
て
仕
込
む
便

利
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
お
か

ず
も
紹
介
。

陰
陽
五
行
な
ど
薬
膳
の

基
本
を
マ
ン
ガ
で
易
し

く
解
説
。「
冷
え
」「
便

秘
」「
老
化
」
な
ど
、

女
性
に
多
い
10
の
不
調

や
季
節
の
お
悩
み
を
解

決
す
る
簡
単
レ
シ
ピ
を

70
品
掲
載
。
食
材
ご
と

の
効
能
や
不
調
に
効
く

組
み
合
わ
せ
も
よ
く
分

か
る
。

実
は
よ
く
知
ら
な
い
植
物
を

育
て
る・採
る・食
べ
る

育
ち
す
ぎ
た
タ
ケ
ノ
コ
で

メ
ン
マ
を
作
っ
て
み
た
。

少
量
で
お
い
し
い

ジ
ッ
パ
ー
袋
で
か
ん
た
ん

季
節
の
保
存
食

切
り
花
を
２
週
間
長
も
ち
さ
せ
る

は
じ
め
て
の
花
と
の
暮
ら
し

症
状
別

身
近
な
食
材
で
不
調
を
改
善

は
じ
め
て
の
薬
膳
ご
は
ん 定

価1,500円＋税定
価1,500円＋税定

価1,200円＋税定
価1,400円＋税

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ 永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

（１）茹でた新ジャガイモは厚めに輪切りにしサラ
ダ油で素揚げする。

（2）鍋にだし汁とバターを入れて中火にかけ、沸
いたところに素揚げした新ジャガイモを入れ
て弱火にして10分ほど煮る。

作り方

（3）同じ鍋にアスパラガスとトマトを入れ3分ほ
ど煮る。

（１）フライパンにオリーブ油とニンニク、タカノツ
メ、アサリを入れてフタをして弱火にかけ
る。

（2）アサリの口が開き始めたら白ワイン、ナバナ
を入れて再びふたをして強火にかける（約2
分）。

作り方

（3）アサリの塩気で十分ではなかったらかるく塩
（材料外）で味を調え、器に盛り白髪ネギをの
せ出来上がり。

（4）お椀（わん）にゆば、温卵、シュンギクを盛り
付け、（３）を回し掛け、ナメコ、ミョウガ、お
ろしショウガをあしらい出来上がり。

（4）仕上げにしょうゆを入れ、塩・こしょうで味を
調え器に盛り、紫芽を散らして出来上がり。

材料（2人分）

ア
サ
リ
と
ナ
バ
ナ
の

オ
イ
ル
蒸
し

新
ジ
ャ
ガ
と
ア
ス
パ
ラ
の

バ
タ
ー
煮

アサリ
ナバナ
ニンニク
タカノツメ
白髪ネギ
オリーブ油
白ワイン

材料（2人分）
100g
1束
1片
1本
適宜

大さじ1/2
1/4カップ

新ジャガイモ
アスパラガス
トマト
紫芽（むらめ、赤シソの若芽）

サラダ油
かつおだし汁
バター
塩・こしょう
しょうゆ

ゆでた物2個
ゆでた物5本
中1個（4等分）

適宜
適宜

2カップ
大さじ1
適宜

小さじ1/2

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
（答は１１Ｐ）
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お問い合わせ
お求めは

総合機械センター　TEL 435-0055
呉 羽 営 業 所　TEL 434-2212
水 橋 営 業 所　TEL 478-1460

予約受付中！

ミニ耕うん機

軽トラック
キャンペーン

畦草刈機
あなたの菜園にピッタリの１台が

きっと見つかる！
畦に沿って刈れるから

作業が簡単・楽々・快適！！

ご成約で粗品進呈！

対象メーカー：井関・クボタ・ヤンマー 対象メーカー：井関・クボタ・ヤンマー

対象メーカー：ダイハツ・スズキ

2020年5月1日金 火6月30日
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答え
１…てるてる坊主の数
が違う

６…口の大きさが違う

７…ようじの長さが違
う

９…こぼれた量が違う

12…梅が１個多い

５．３０　第２６回
　 　 通常総代会
　 　（本店）

JA日誌JA日誌

◆付議事項
・令和2年度役員報酬について
・就業規則及び臨時傭員就業規則の一部改正について
・貸出について
・固定資産の取得について
・令和2年産農協販売手数料の設定について
・令和2年産米集荷対策及びカントリー大口利用奨励について
・出資金の減額について

◆報告事項
・４月末残高試算表について
・４月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

５，３７５人
５，４６６人

１１０３億１１４５万円
８９１億２４１９万円
１６９億８３４７万円
２４３３億８３８８万円
９億１７３５万円
１億５６０７万円

　ナデシコの仲間であるダイアンサス属は、世界に約300種
が分布しています。やさしい草姿に可憐な花を咲かせ、香り
も魅力です。品種も多く、種間交配によってさらに多くの園
芸品種が育成されています。花壇やコンテナ、鉢植えだけで
なく、高性種は切り花に利用され、幅広い用途があります。
園芸品種には、四季咲き性のものが多く、常緑性で耐寒性も
強いので、品種や場所によってはほぼ周年にわたって観賞で
きるほどです。（中部支店管内　荻田幸子様宅にて撮影）

役員会報告　６月２日（火） 開催

JAなのはな概況　（4月30日現在）

表紙説明《ナデシコ》

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 月 定休日（農産物直売所）

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土 みずの里市オープン（二ツ屋倉庫前）

7 日 池多朝どり市オープン（古洞の森）
みずの里市オープン（ふるさと会館前）

8 月 定休日（農産物直売所）

9 火

10 水 池多朝どり市オープン（池多農業振興会館前）
みずの里市夕市オープン（二ツ屋倉庫前）

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月 定休日（農産物直売所）

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月 定休日（農産物直売所）

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月 定休日（農産物直売所）

30 火

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
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そらまめ（管内全域）なす（管内全域）新ねぎ（管内全域）

じゃがいも（管内全域） とまと（八ヶ山他）

６月
下旬

会　員
募集中

自慢の野菜・花・加工品を
直売所で売ってみませんか。「新鮮・安全・安心」野菜紹介

「新鮮・安全・安心」旬の農産物や
切り花など様々な商品があります
ので、近所の方・友人・知人を誘い
合ってご来店下さい。

ねぎより柔らかく、カロチンやビタミンＣ
が豊富です。これから、そうめんなどの薬
味にどうぞ。

卵サイズの丸型から細長い大長なすまで、
形も大きさも様々。漬け物に向くもの、焼き
物に向くものなど特徴を生かしたお料理に。

ビタミン類が豊富なこ
とから「大地のリンゴ」
と呼ぶ国もあるそうで
す。近年では、見た目、
食感ともに様々な品種
が栽培され、好みや用
途に合わせた選択肢も
増えてきました。

トマトの代表的な栄養
素と言えばリコピン、
そのリコピンの吸収率
を上げるには生よりも
加熱調理されたものの
方が高いと言われてい
ます。生食でしたらオ
リーブオイルなどと一緒
に。

さやが上に向かって伸びるようにつくので「空
を向いた豆」が名前の由来。皮ごとじっくり焼
くと美味しさが引き出せるのでおすすめです。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

　

 

耳
よ
り
情
報
局

【お問い合わせ先】五福ショッピングセンターアリス１階　JAなのはな旅行センター　電話076（439）3336

4日間！！

JA-SS　6月のお得なキャンペーン情報!

ハイオク・レギュラー・軽油対象ハイオク・レギュラー・軽油対象

大幅値引き！大幅値引き！１ℓあたり１ℓあたり

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

お問合せ先

和合給油所
TEL 076‒435‒3050
呉羽給油所
TEL 076‒434‒2214

JAなのはな

毎週
木曜日は
毎週
木曜日は特売日!特売日! 6月4日・11日・18日・25日の6月4日・11日・18日・25日の

50歳からの利用になります。事前登録が必要です。ご利用期間は連続する４日間となり
ます。ただし、８月10日～19日の間はきっぷの有効期間内であってもご利用いただけ
ません。また有効期間の延長もいたしません。１名様より利用できます。

２名様以上のご利用となります。添乗員の同行しない個人旅行です。８月7日～16日の
間は限定列車利用プランはありません。追加代金で北陸新幹線に限定列車以外のご利用
もできます。

北陸新幹線 開業 ５周年記念
＼おとなびに入会して、もっとおトクに首都圏エリアへ／

おとなび首都圏往復フリー切符日帰りの旅
限定列車利用プラン

20,370円富山 東京
往復普通車指定席
東京フリーエリア4日間乗り放題20,200円より東京駅グラン共通クーポン

1,000円付
富山
発着

（お一人様）

広報
編集/発行　なのはな農業協同組合　企画総務部　〒931-8540（個別番号） 富山県富山市豊田本町3-18-21　TEL（076）438-2211
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